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旧校舎の改修+増築による新たな都市機能の創出

• 北海道中央部、旭川市から自動車で約20分に位置、人口約8500人

• 大雪山旭岳、美しい田園風景、天然の地下水等、豊かな自然に恵まれている

• 学社連携推進協議会設立による、地域と教育の密接な関係性の構築

• まちの中に、子どもたちが過ごせる豊かな空間が着実に増加

1．東川町の概要 2．プロジェクトの背景

◼ 東川町の地理的基礎情報 ◼ 学社連携推進協議会の存在

◼ 連鎖的な公共施設再編と当研究室の役割

2014.学社連携推進協議会設立

町内学校長

分野の異なる様々な
町内の主体で構成
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東川小学校の建替えによる施設機能の複合化

公
共
施
設
の
連
鎖
的
再
編

大雪山旭岳

市街地に近接する広大な田園風景

東川町の位置

農業組合 観光協会 ・・・

↑ 東 川 町 立 東 川 小 学 校

地 域 交 流 セ ン タ ー ↓

↑ 東 川 ゆ め 公 園

東 川 複 合 拠 点 施 設 「 せ ん と ぴ ゅ あ 」
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アクティビティゾーニングの提案

3．アクティビティゾーニング

子どもの成長に必要な身体の動き

キトウシ山

大雪山旭岳既存パーゴラ

既存井戸

東川町の豊かな自然を背景に、あらゆる子どもたちにとっての新しい拠点を作る

◼ 本PJにおける命題

ミスカンサス・モーニングライト

既存樹木

既存東屋

既存パーゴラ

地域交流センターと
の動線

こどもガーデン

コンクリート
舗装

既存井戸

枕木のアプローチ

枕木のアプローチ

キトウシ山を望む

大雪山旭岳を望む

ディスカンプシアカエスピ
トサピクシーファウンテン

現状の敷地特性 ×

• 大雪山やキトウシ山といった雄大な自然をを望みながら、子どもたちが道具を使っ
て創造的な活動を行えるような工作あそびゾーンに

• 既存井戸を活用してカスケードを新設。
築山で起伏を生み出し全身を使っては
しゃぎまわれる泥あそびゾーンに

• 夏の時期は子どもの背丈まで成長する
既存の植栽を残し、樹木を増やし森の
中を冒険するような森あそびゾーンに

既存の泥地盤

地域交流セン
ターに設けら
れた手洗い場

既存の植栽

既存の樹木

土を主とした地盤

背の高い植栽

雄大な自然を望む一等地
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4．小さな拠点と多くの居場所

◼ 「アクティビティゾーニング」の重なりに建つ拠点

既存樹木

既存パーゴラ

地域交流センターとの動線

こどもガーデン

枕木のアプローチ

【憩い拠点】

普段から地域住民が訪れる機会が多く、子どもたちだけでなく
地域住民の憩いの場としての利用を促す空間を提供

【遊び拠点】

泥あそび、工作あそび、森あそびの各エリアに子どもたちが冒
険に出かける基地として、冒険から帰還する家としての役割

森あそびゾーン

地域住民の散歩ルート

【見守り拠点】

子どもたちをも守るプレーリーダーを敷地中央に配置し、敷地
いっぱいに遊ぶ子どもたちの安全を見守る役割

泥あそびゾーン

枕木のアプローチ
コンクリート舗装

既存東屋

スラックライン

樹木の植林

築山

カスケード

既存井戸

東屋

森あそびゾーン

泥あそびゾーン 工作あそびゾーン

スラックライン

樹木の植林

既存井戸

築山

キトウシ山を望む

大雪山旭岳を望む

工作あそびゾーン

キトウシ山を望む

新築東屋

検討時の空間イメージ
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4．小さな拠点と多くの居場所

◼ 小さな拠点の空間構成

美しい風景を主役とするシンプルさと地域の人々を受け入れる包容力の共存

ポリカーボネート屋根による屋根下空間の明るさの確保、積雪への強度、耐候性、熱線透過の防止

ブレースの代わりに水平力を受け持つ三
段重ね梁を設け、上部にはベンチを設置

シンプルな柱梁構成による
抜け感の創出

居場所を増やすためのウッドデッキ

子どもたちの絵が
描かれた防火壁

東川小学校の屋根勾配を継承した
連続性のある景観創出

透き通る軽やかな屋根

十分な奥行きのある平面計画

体験農園で収穫した
米を炊ける薪釜戸
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まちの教育環境
の充実 豊かな自然と景観

地域の子ど
もたち地域住民

敷地内の
既存資源

5．「土地らしさ」を叶える建築を目指して

様々な遊び方が生まれ
る築山

秘密基地のような土管

様々な活動を支える
既存コンクリート舗装

水遊びができる既存井戸を活用し
たカスケード

美しい大雪山旭岳

体験農園で収穫した米を炊
ける釜戸

あらゆる住民を受け入れる
小さな居場所

子どもたちの作品が描か
れた壁面

竣工式にて壁に色塗り

お気に入りの土管遊び

敷地をいっぱいに使って鬼ごっこ みんなの居場所となる新たな拠点

建築

建築デザインの領域

トータルデザイン

郷土愛を育む場として建築が

その土地に根付いていく

+完成後地域全体で
手をかけて育てていく


